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＜生育状況＞ 

果樹では、モモは満開期、オウトウは開花始めとなっており、前年に比べて７日

程度早くなっています。 

 今週から来週前半にかけて曇雨天が続きますので、今後の気象情報に注意し、受

粉や防除等、農作物の管理を徹底してください。 

 

＜気象予報＞ 気象庁４月２日５時発表 週間天気予報 ４／２～８ 

 

 

＜果 樹＞     

 ○開花期間中の立木果樹では、日中の気温が高い時間帯に、下向き花を中心に丁

寧な人工受粉を行うとともに、受粉回数を増やす。モモでは結実確保のため、

花粉がある品種においても人工受粉を行う。 

 ○雨上がり後に受粉を行う場合は、スピードスプレヤーの送風機等を利用し、花

が乾きしだい人工受粉を行う。 

 ○曇雨天が続くと病害の発生が心配されるため、防除暦やJAからの防除指導に

従い防除を徹底する。 

○凍霜害の常習地域では、摘花や摘果を遅らせ、着果数の決定は凍霜害の危険が

なくなった時期に行う。 

 


